
　
昭
和
50
年
〜
平
成
５
年

　
市
制
施
行
25
周
年
と
な
る
昭
和
54
年
に
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
木
と
し
て

「
は
ま
ぼ
う
」（
平
成
６
年
か
ら
花
木
）
を
制
定
、
昭
和
56
年
に
は
市
の
花
に
「
こ
ぎ
く
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

　
昭
和
59
年
に
は
、
市
制
施
行
30
周
年
の
式
典
を
開
催
し
、
芸
術
文
化
を
創
造
・
鑑
賞
す
る
場
と

し
て
市
民
文
化
会
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
58
年
に
日
高
港
が
国
の
重
要
港
湾
に
指
定

さ
れ
、
昭
和
60
年
に
は
、
日
本
初
の
外
海
で
の
人
工
島
方
式
を
採
用
し
た
関
西
電
力
御
坊
発
電
所

が
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
５
年
に
は
御
坊
総
合
運
動
公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
６
年
〜
平
成
25
年

　
市
制
施
行
40
周
年
と
な
っ
た
平
成
６
年
に
は
、
記
念
事
業

や
第
１
回
宮
子
姫
ま
つ
り
を
開
催
し
、
市
の
木
に
「
ク
ロ
ガ

ネ
モ
チ
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
50
周
年
と
な
る
平
成
16
年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
昭
和
39
年
）
の
招
致
に
尽
力
し
た
和
田
勇
氏
に
御

坊
市
名
誉
市
民
（
第
１
号
）
の
称
号
を
贈
り
、
そ
の
栄
誉
を

称
え
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
交
通
・
物
流
の
体
系
整
備
が
進
み
、
平
成
６
年
に
関
西
国
際
空
港
が
開
港
し
、
平
成
８

年
に
は
、
湯
浅
御
坊
自
動
車
道
（
広
川
ー
御
坊
間
）
、
平
成
15
年
に
は
阪
和
自
動
車
道
（
御
坊
ー
み

な
べ
間
）
が
開
通
し
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
は
、
日
高
港
が
暫
定
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
行
楽
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
も
進
み
、
平
成
９
年
に
野
口
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、

平
成
11
年
に
日
高
川
ゴ
ル
フ
場
、
平
成
19
年
に
日
高
港
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
（
Ｅ
Ｅ
パ
ー

ク
）
、
平
成
21
年
に
日
高
港
塩
屋
緑
地
「
Ｓ
ｉ
ｏ
ト
ー
プ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
〜
現
在

　
市
制
施
行
60
周
年
と
な
っ
た
平
成
26
年
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
や
Ｗ
Ｃ
Ｂ
Ｆ
少
年
野
球
教
室

な
ど
の
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
徳
島
県
阿
南
市
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
に
は
、
黒
潮
国
体
以
来
44
年
ぶ
り
の
「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
」
が
開
催
さ
れ
、
市

立
体
育
館
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
、
市
民
野
球
場
で
軟
式
野
球
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
に
、
「
御
坊
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
、
令
和
３
年
に

は
、
「
第
５
次
御
坊
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
市
民
、
企
業
、
地
域
、
行
政
が
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
人
と
自
然
が
調
和
し
、
笑
顔
と
活
力
あ
ふ
れ
る
御
坊
を
目
指
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　 

御
坊
市
の
成
り
立
ち

　
明
治
22
年
の
町
村
制
実
施
に
よ
り
、
御
坊
・
湯
川
・
藤
田
・
野
口
・
塩
屋
・
名
田
の
６
か
村
が

成
立
し
、
同
30
年
に
御
坊
村
が
町
制
を
施
行
し
ま
し
た
。

　
昭
和
４
年
に
国
鉄
紀
勢
西
線
が
開
通
し
、
同
６
年
御
坊
臨
港
鉄
道
（
後
の
紀
州
鉄
道
）
が
営
業

を
開
始
し
た
こ
と
で
、
市
域
中
心
部
の
商
工
業
が
目
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、

第
２
次
世
界
大
戦
末
期
の
空
襲
や
昭
和
28
年
の
７
・
18
水
害
に
よ
っ
て
御
坊
町
を
中
心
と
す
る
日

高
郡
一
帯
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
復
旧
へ
の
悲
願
を
こ
め
て
、
昭
和
29
年
４
月
１
日
、
御
坊
町
と
湯
川
・
藤
田
・
野
口
・
塩
屋
・

名
田
の
５
か
村
が
合
併
し
て
御
坊
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　 

昭
和
31
年
〜
昭
和
49
年

　
御
坊
市
が
誕
生
し
た
当
初
は
、
水
害
復
旧
に
多
額
の
経
費
を
要
し
た
た
め
財
政
状
態
が
悪
く
、

昭
和
31
年
に
は
財
政
再
建
団
体
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
再
建
計
画
に
基
づ
き
財
政
構
造

の
改
善
を
は
か
り
、
10
年
後
の
昭
和
41
年
に
財
政
再
建
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
45
年
に
は
、
市
立
体
育
館
が
竣
工
し
、
翌
年
黒
潮
国
体
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
会
場
と

な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
48
年
に
は
、
現
在
の
市
庁
舎
が
完
成
し
、
広
報
ご
ぼ
う
第
１
号
を
発
行
し
ま
し
た
。
翌
年

市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
、
第
１
回
市
民
総
合
体
育
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

広
報
ご
ぼ
う
創
刊
５
０
０
号

〜
御
坊
市
の
歴
史
を
振
り
返
ろ
う
！
〜

和田　勇氏

　
広
報
ご
ぼ
う
は
、
令
和
４
年
10
月
号
を
も
っ
て
創
刊
５
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
第
１
号
は
昭
和
48
年
10
月
で
、
市
制
施
行
19
年
で
の
創
刊
と
な
り
ま

し
た
。
昭
和
48
年
は
現
在
の
庁
舎
が
竣
工
し
た
年
で
も
あ
り
、
第
１
号
の
表
紙
を
現

庁
舎
が
飾
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
広
報
ご
ぼ
う
創
刊
５
０
０
号
を
記
念
し
て
、
御
坊
市
の
誕
生
か
ら
現
在

ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報ごぼう第１号
（昭和48年10月創刊）

御
坊
の
歴
史
を

　
　
　
　
　
知
ろ
う
！

　
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
御
坊

の
歴
史
は
古
く
、
古
い
町
並
み

（
寺
内
町
）
や
史
跡
を
「
紀
州

ご
ぼ
う
語
り
部
」
が
案
内
し
て

く
れ
ま
す
。

　
今
回
は
語
り
部
の
一
人
で
あ

る
山
本
喬
治
さ
ん
（
表
紙
）
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

Q
伝
え
た
い
事
は
何
で
す
か
。

A　

子
ど
も
の
頃
、
父
親
が
文

楽
の
浄
瑠
璃
の
語
り
手
と
し

て
、
御
坊
の
発
展
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
き

ま
し
た
。
自
分
も
形
は
違
う

が
、
語
り
部
と
し
て
御
坊
市

の
歴
史
や
文
化
を
後
世
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Q
語
り
部
と
い
う
活
動
の
魅
力

　
は
何
で
す
か
。

A　

や
は
り
一
期
一
会
の
出
会

い
が
あ
る
こ
と
で
す
。
ガ
イ

ド
を
し
て
人
が
喜
ん
で
く
れ

る
姿
を
見
る
と
、
自
分
も
元

気
を
も
ら
え
ま
す
。
御
坊
市

は
と
て
も
歴
史
と
風
情
の
あ

る
ま
ち
で
す
の
で
、
是
非
私

と
一
緒
に
寺
内
町
を
歩
い
て

み
ま
し
ょ
う
！

御
坊
市
民
憲
章

　
私
た
ち
　
御
坊
市
民
は
、
日

高
川
を
母
と
す
る
豊
か
な
自
然

の
恵
み
に
こ
た
え
、
な
に
よ
り

も
人
権
を
重
ん
じ
、
文
化
を
高

め
、
進
ん
で
　
調
和
の
と
れ
た

産
業
を
お
こ
し
、
紀
中
の
中
核

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、
生
き
が

い
の
あ
る
　
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
こ
こ
に
　
市
民

憲
章
を
さ
だ
め
ま
す
。

一
．
自
然
を
守
り
育
て
、
ご
み
の

　
　
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く

　
　
り
ま
す
。

一
．
教
養
を
深
め
、
健
康
で
　
こ

　
　
こ
ろ
豊
か
な
く
ら
し
に
つ
と

　
　
め
ま
す
。

一
．
仕
事
に
は
げ
み
、
明
る
い
家

　
　
庭
と
職
場
を
き
ず
き
ま
す
。

一
．
き
ま
り
を
よ
く
守
り
、
人
に

　
　
迷
惑
を
か
け
な
い
市
民
に
な

　
　
り
ま
す
。

一
．
た
が
い
に
助
け
合
い
、
御
坊

　
　
へ
く
る
人
を
親
切
に
迎
え
ま

　
　
す
。

市
章

　
昭
和
29
年
制
定
。
波
型
は

「
ご
ぼ
う
」
の
頭
文
字
を
現

し
、
水
産
業
や
海
運
業
が
盛

ん
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま

す
。
三
角
型
は
木
の
国
を
表

現
し
、
林
業
が
盛
ん
で
あ
る

こ
と
を
示
し
ま
す
。

日高港湾 関西電力御坊発電所 ７.18水害の様子

　
今
号
で
５
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
広
報
ご
ぼ
う
で
す
が
、
今
後
と
も
市

民
の
み
な
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
読
み
や
す

い
誌
面
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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